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江東区議会公明党 秋季号
2017

江東区議会公明党は、平成30年度の予算要望書を
平成29年9月25日に山﨑区長へ提出致しました。

江東区議会公明党は、ネットワーク政党ならではの強みを生かし
区、都、国が連携して、皆様の安全・安心・快適な暮らしを実現してまいります。

公明党は皆様の声にお応えしています

一般質問より（要旨）
平成29年 第3 回定例会

矢次 浩二
厚生委員

防災 まちづくり対策特別委員

やつぎ　こうじ

区民相談、法律相談はお気軽に…江東区役所3階 江東区議会公明党相談室にて実施 
ht tp ://w w w.ko to ko m e i . n e . j p/

法律相談は毎月、第2・4金曜日を基本に、当日受付順にて、午後2時より実施しています。

無　法　相
料　律　談

区民相談は☎3647-9111（内線3541～3）
12月
8

1月
12・26

2月
9・23

3月
9・23

区民相談、法律相談
区民相談は☎

本区でも一人暮らしの高齢者が

急増しています。そこで、高齢化

の進展に伴う独居高齢者問題

として、認知症、ごみ処理、防犯

対策等について質問しました。

区長からは、認知症対策として

は認知症施策推進会議を来年

４月に稼動予定。地域での生活

が維持できるような支援を、で

きる限り早い段階で包括的に

提供できる体制を目指してまい

りますとの答弁がありました。

区内の中小企業が抱える経営的

問題や課題は多岐に渡ることか

ら、解決が難しい内容について

相談しやすいメンタークラブ活

用等について質問しました。

地域振興部長からは、中小企業

へのコンサルテイング機能強化

等につきましては各企業の課題

に即した、より効果的かつきめ

細かな経営支援のあり方につい

て検討してまいりますとの答弁

がありました。

独居高齢者に対する支援体制がより強化へ！

中小企業への経営支援をよりきめ細かく推進へ！

▲臨海部へのアクセス道路として平成6年3月に誕生した漣橋

　

秋季号
2017

仮に潮見駅から五輪会場へのア

クセスの場合、漣橋が経路に入

るが、道路・歩道の幅員が狭い等

の課題があり、日常生活や障がい

者、高齢者にも支障が出るため、

その対策について質問しました。

土木部長からは、生活空間と観

客導線の分離や適切な観客誘

導等、地元住民が安心して生活

できる環境の確保についても、

都・組織委員会に強く求めてま

いりますとの答弁がありました。

オリンピックを安心して迎える整備と環境の確保を推進！

◆上記以外の一般質問
❶独居高齢者のについて
  ・ごみ屋敷化の対応について
  ・高齢者に特化した防犯対策に
　ついて、他

❷中小企業支援について
  ・地元事業者が抱える問題・課題
    の調査実施について
  ・中小企業へのコンサルティング
    機能の強化について、他

❸南部地区の地域課題について
  ・オリンピックに際して、周辺駅から
   競技会場を結ぶ導線について
  ・辰巳、枝川、豊洲、東雲地域を結ぶ人
   道橋の設置について、他

本区の財政は、景気回復の恩恵を享受しつつあ
るものの海外景気の下振れリスク等、不安要素
もあり楽観できる歳入構造ではありません。し
かし、「2020年東京オリンピック・パラリンピッ
ク」開催準備やその後を見据えたまちづくり、
「50万人都市」としての多様な行政需要への対応
等、ここ数年は区政史上類を見ない局面にあた
り、持続可能で安定的な区政運営が求められて
います。
区議会公明党は、いつまでも区民が安心して暮
らし続けられるように、子育て支援・高齢者支
援・子どもの健全育成・障がい者（児）支援・防災
減災対策・まちづくり・環境対策・産業の振興
等、新年度予算に着実に反映されるよう山﨑区
長に強く要望いたしました。

◆平成30年度の主な予算要望項目
①安心の子育て、少子化対策…24項目
②未来を担う児童・生徒の健全育成…39項目
③子ども・若者支援…6項目
④高齢者福祉の推進…27項目
⑤障がい者（児）福祉の向上…26項目
⑥いのち・健康…26項目
⑦2020年東京オリンピック・パラリンピック…10項目
⑧防災・減災・防犯対策…38項目
⑨快適なまちづくり…50項目
⑩産業の活性化と魅力ある観光振興…21項目
⑪持続可能な社会の構築（環境・清掃関係）…21項目
⑫文化スポーツの振興…3項目
⑬行財政改革…3項目
⑭その他…8項目
★以上、302項目

中小企業への経営支援をよりきめ細かく推進へ！中小企業への経営支援をよりきめ細かく推進へ！

⑫文化スポーツの振興…3項目



特別養護老人ホーム等の施設整備を推進！

緊急対策実施で待機児童解消に向け大きく前進！

豊洲市場の風評被害払拭への取組みを推進！

代表質問より（要旨） 一般質問より（要旨）
平成29年 第3 回定例会 平成29年 第3 回定例会

◆上記以外の代表質問
❶平成28年度の決算について
  ・決算の評価について
  ・公共施設の新規整備や改修・改築計
　画について
 ・整備に必要な財源について、他

認知症対策でユマニチュード（　　 ）導入の推進を!

いじめ等の対策での「ＳＯＳの出し方教育」の実施を!

◆上記以外の一般質問

本区では現在、約1300人の特別

養護老人ホームの入所待機者が

います。区外にも用地取得して

整備することや小規模な施設整

備についても検討していく必要

があるのではと質問しました。

福祉部長からは、特別養護老人

ホームの整備については、区有

地や公有地・民有地を含め検討

しております。小規模施設の整

備につきましては、入所者の定

員増を図るための選択肢の一つ

として、引き続き検討してまいり

ますとの答弁がありました。

ユマニチュードは外国の医療・

介護の現場で実践されている

認知症ケア技法で、いま国内で

も認知症の行動・心理症状の低

下等の効果があると注目されて

います。本区でのユマニチュード

の導入について質問しました。

福祉部長からは、今後、先進自

治体の取組みや医療・介護施設

での効果検証を注視し、介護専

門職や区民のニーズも踏まえ、

ユマニチュードを題材とした講

演会等を検討してまいりますと

の答弁がありました。

昨年、改正自殺対策基本法に教

育現場で「SOSの出し方教育」の

導入が盛り込まれました。本区で

も子どものいじめ等により命を

絶つことがないよう、ストレス対

処法として「SOSの出し方教育」

の実施について質問しました。

教育委員会事務局次長からは、い

じめの対処法を児童・生徒へ身に

付けさせる「SOSの出し方教育」に

ついては、教員等がSOSに気付く

感度を高めることと併せて、効果

的な取組み方法について検討して

まいりますとの答弁がありました。

無電柱化が進むと、代わりに道路

には殺風景なトランスボックスが

配置されます。そこで街の景観向

上や今後の訪日外国人等へ区の

魅力発信としてトランスボックス

の活用について質問しました。

区長からは、本区においてもトラ

ンスボックスのアートデザイン化

については景観上有効な手段で

あると考えております。一方、トラ

ンスボックスは電力事業者の所

有物であることから、電力事業者

とも連携し検討してまいりますと

の答弁がありました。

本区では目標通り千人を超える

認可保育所の定員増を達成し

たにも係わらず、待機児童数が

２年連続で増加する結果となり

ました。そこで、今後の対応策に

ついて質問しました。

区長からは、本区では待機児童

解消に向け緊急対策本部を設

置。待機児童の９割を占める０

～２歳児に焦点を絞った、小規

模保育事業等の地域型保育事

業についても積極的に取組み、

待機児童の解消を図ってまいり

ますとの答弁がありました。

豊洲市場は今だに「豊洲の汚染

問題」と言われ、あたかも豊洲

地区全体が汚染されているよう

な風評被害がより深刻なものと

なっています。そこで、今後の風

評被害払拭への取組みについて

質問しました。

政策経営部長からは、今後も区

議会ともご相談しながら、都に対

して、風評被害払拭のための取

組みを的確に行うと共に、その

実効性を十分に確認しつつ、継

続的に取組むよう強く求めてま

いりますとの答弁がありました。

❷待機児童対策について
  ・待機児童が増えた要因について、他
❸児童相談所の移管について  
  ・児童虐待対応の問題点・課題について
  ・持続可能な児童相談所の構築につ
　いて、他

❶介護の充実について
  ・インセンティブ制度の導入について
  ・医療型ショートステイ利用について
  ・認知症予備軍である軽度認知障害
　への具体的な取組みについて、他

  

❷いじめ・不登校について
  ・LINE等の相談窓口開設について
  ・ブリッジスクールの拡充について
  ・行政とフリースクールの連携について
  ・「こころのスキルアップ教育」の活用
　について、他

❸防災と観光について
  ・防災、景観、安全安心な道づくりのため
　区道の無電柱化計画の早期策定について
  ・ソーラー発電を利用して携帯電話等に
　手軽に充電ができる「シティチャージ」
　の設置について、他

特別養護老人ホーム等の施設整備を推進！

▲江東区第15番目の特別養護老人ホーム「故郷の家  東京」

▲部分開園になった「豊洲ぐるり公園」

磯野 繁夫
いその　しげお

幹事長・企画総務委員・議会運営委員
清掃港湾 臨海部対策特別委員

河野 清史
建設委員

医療 介護保険制度委員

こうの　きよふみ

※MSW：医療ソーシャルワーカー

❹高齢者施策について
  ・長寿サポートセンター２１の評価について
  ・地域包括ケアシステムの推進について、他
❺豊洲市場について  
  ・千客万来施設の整備の遅れについて
  ・豊洲ぐるり公園の全面開園について、他

 

認知症の
ケア技法

トランスボックス（　　　）のアートデザイン化で活用を！変圧器等の
収納ボックス

▲江東亀戸サテライトグローバルキッズ竪川園

▲景観上も工夫が望まれる道路脇のトランスボックス。

）導入の推進を!
、今後、先進自

治体の取組みや医療・介護施設

での効果検証を注視し、介護専

ユマニチュードを題材とした講

演会等を検討してまいりますと

※MSW：医療ソーシャルワーカー

ケア技法認知症対策でユマニチュード（　　ケア技法認知症対策でユマニチュード（　　


